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集水桝　１号～９号は、プレキャスト製でよろしいですか。 プレキャスト製品でも規格寸法通りであれば問題ありません。

盛土材はｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞと考えてよろしいでしょうか。

それ以外の場合は、御指示願います。

ストックヤードからの搬入とします。

内訳書　共通費（積上げ分）に関して

・仮囲い、シートゲート、敷鉄板の数量をご指示ください

仮囲い　　　　　683ｍ　敷地外周　H1800　ベニヤ

シートゲート　　１ヶ所　W6000　H4500

敷鉄板　　　　　350ｍ2　ｔ22

特記仕様書　2.仮設工事　に関してご指示ください

・工事用水、工事用電力がありとなっております。利用できるので

しょうか、利用できないのでしょうか。

工事用水，工事用電力とも利用できません。

防火水槽工事は、別途と考えてよろしいですか。 別途工事とします。

質 問 事 項 回　　答

設計図書質疑応答書

１　告示等　　

２　件　名

令和２年４月14日　　石岡市告示第254号

石岡消防署愛郷橋出張所新築工事
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庇屋根の仕様に関してご指示ください

・A-01　平葺き

・A-07　金属板葺き

・A-08・09　タテ平葺き

・内訳書　11.屋根及びとい工事　立ハゼ葺き

立ハゼ葺きとします。内訳書を正としてください。

屋根鋼板に関してご指示ください（メーカーの指定はありますか）

・横葺きの働き巾の指定はありますか

・立ハゼ葺の働き巾，嵌合の高さの指定はありますか

メーカー指定はありません。横葺き，立ハゼ葺きとも指定ありません。

内訳書　コンクリート工事に関して（建築工事、外構工事）ご指示

ください

・鉄筋コンクリートの構造体強度補正値Ｓ（Ｎ/㎜2）の３ｏｒ６が

どこに形上されていますか。計上されて無いとしたら、計上しても

宜しいでしょうか

単価は温度補正を網羅した単価です。

内訳書の品質・規格欄については設計基準強度表記です。

屋根ガルバリウム鋼板の厚さに関してご指示ください

・特記仕様書　13.屋根及びとい工事　0.4㎜　・A-01　外部仕上

0.35㎜　・A-08　庇詳細図　0.4㎜　・A-09　矩計図-1　屋根1・2

0.35㎜　庇　0.4㎜　・A-10　矩計図—2　屋根1　0.35㎜　　・A-

25　屋根伏図　屋根1・2　0.35㎜

・内訳書　11.屋根及びとい工事　0.35㎜

屋根ガルバリウム鋼板厚みは，内訳書に記載の0.35を正としてください。
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床下点検口の数量に関してご指示ください

（A-02）・ホール・廊下→３ヶ所では（材質不明）

・事務室・資料室　樹脂製×１ヶ所　・食堂兼待機室　樹脂製×

３ヶ所→１ヶ所では　・出動準備室　樹脂製×３ヶ所→０では　・

トイレ（男性）　樹脂製×１ヶ所　・倉庫　樹脂製×１ヶ所　・救

急資機材倉庫　ステンレス目地・防水・防臭タイプ→１ヶ所　（A-

06）・平面詳細図→計８ヶ所

・内訳書　12．金属工事　７ヶ所

材質はP12回答（ステンレス製）としてください。

食堂兼待機室１ヶ所を削除し，本工事の積算は７ヶ所としてください。

内訳書　17．塗装工事に関してご指示ください

・内部の木材保護塗装はすべて、オスモカラーウッドワックスで宜

しいですか

良いです。

特記仕様書　19．内装工事　10．せっこうボードその他ボード張り

に関してご指示ください

・強化せっこうボード12．5（不燃）に印がついております。

内訳書　18．内外装工事のどの項目の箇所が該当するのでしょうか

強化せっこうボードは使用しません。

床下点検口の材質に関してご指示ください

・特記仕様書　20．ユニット及びその他工事　→　ステンレス製

・A-02　内部仕上げ表　→　樹脂製とステンレス製があります

・内訳書　12．金属工事　→　ステンレス製

ステンレス製を正としてください。内訳書の材質を正とします。
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木製建具に関してご指示ください

・WD-5・6　内訳書はガラス入りとなっておりますが、姿図及びガ

ラスの仕様の所には明記がありません。

・WD-21　内訳書はガラス入り。建具表のガラスの所には明記され

ています。

姿図の左上の丸印がガラスなのでしょうか。

WD-5，6はガラスをガラリに読み替えてください。

内訳書WD-21のガラス及び建具表のガラス表記は削除とします。

木製建具に関して

・WD-21・22もWOODONE　ｿﾌﾄｱｰﾄで宜しいですね。商品記号を

ご指示ください。

・WW-1はメーカー指定の建具ではありませんね。

ガラス及びシーリングの数量をご指示ください。

WD-21：F-XF

WD-22：F-CG

WW-1は製作です。14.木製建具工事WW-1に含みます。

ステンレスタラップに関してご指示ください

・床下点検口の数量が８ヶ所とすれば、タラップ４段×８ヶ所＝３

２ヶ所　　３２ヶ所と考えて宜しいでしょうか

・サイズに関して明記されていませんが、２２Φ　Ｗ４００×３０

０で宜しいでしょうか

サイズに関しては質問内容の通りで良いです。

床下点検口の積算数量は７ヶ所なので，タラップは28ヶ所で積算してくだ

さい。

特記仕様書　20．ユニット及びその他工事　20．止水板に関して

・内訳のどこにあるのかわかりません。設計数量をご指示ください

本工事に含みません。（図面共）
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A-20建具表（ロールスクリーン・カーテンレール）に関して

・特記仕様書、内訳書に計上されておりません。又、A-01では別途

となっております。別途工事と考えて宜しいですか。ご指示くださ

い。

・見積計上の場合は、メーカー及び仕様等をご指示ください。

ロールスクリーン及びカーテンレールは別途工事とします。

ガラスクリーニングに関して数量をご指示ください

・内訳書ガラス工事で計上している数量に入れる単価は、クリーニ

ング込みの単価を入れるのでしょうか。

・住宅用サッシ、木製建具はクリーニング込みではないと思われま

す。数量をご指示ください。

クリーニング込みの単価を入れてください。

住宅用サッシ、木製建具のクリーニングは別途工事とします。

AW-8に関してご指示ください

・建具表では2ヶ所、キープラン・内訳書では1ヶ所となっておりま

す。　1ヶ所で宜しいでしょうか。

・AW-8　1ヶ所を正とします。

ガラスに関して

・AD-19　姿図及びガラス種類にはガラス無し。ガラス工事内訳書

には網入りF4　200×800となっております。ご指示ください。

・ガラス工事内訳書　網入りF4　→　建具表　PW6.8

PW6.8で宜しいですか。ご指示ください。

AD-19ガラス有り（片側１ヶ所開口）とし，種類は網入りF4と表記され

ている部分をPW6.8に読み替えてください。サイズに関しては質問の通り

です。

ガラス工事内訳書についても網入りF4と表記されている部分をPW6.8に

読み替えてください。
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杭種に関してご指示ください

・S-14　杭種　CPRC杭、内訳書　3．地業工事　GPRC杭となって

おります。（特殊な杭？）ご指示ください。

S-14はGPRC杭をCPRC杭に読み替えてください。

S-01　５．地業工事（３）にて指示します。

A-06・27区画壁に関して（車庫及び油庫と車両・装備資機材倉庫と

の壁）軽量鉄骨壁下地W100のスタッドピッチをご指示ください。

又、数量もご指示ください。

・小屋裏までの高さが高いので。（約7,600位はあると思います）

（一般なピッチでは、不可能と思います。又は、別な工法をご指示

ください）

区画壁は準耐火構造QF045BP-9070に準じた施工方法としてください。

硬質塩ビ製廻り縁に関してご指示ください

・A-02・27においてFC-15S/フクビとありますが、FC-9S/フクビ

で宜しいでしょうか。

FC-9Sで良いです。

消火器及び消火器ＢＯＸは、内訳書の何工事に入っておりますか。

ご指示ください。

別途工事とします。

外壁サイディング材の張り方に関してご指示ください

・A-01　縦貼、A-07　横張り、A-10　横張り（立面部）

横張りを正とします。
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トップライト開口部の化粧石膏ボードの厚さに関してご指示くださ

い

・A-02・09　t12.5

・A-24　18．内外装工事内訳書　ｔ9.5

ｔ9.5で宜しいでしょうか。

工事内訳書　ｔ9.5を正とします。

床塩ビシートの厚さに関してご指示ください

・A-02　ｔ2.0

・A-09　仮眠室-3、ロッカー室　ｔ2.5

・A-11　仮眠室-1～6　ｔ2.5

・A-27　ｔ2.5

・内訳書　18．内外装工事　ｔ2.0

すべてｔ2.0でよろしいでしょうか。

内訳書　ｔ2.0を正とします。

ガラスの種類に関してご指示ください

・A-19　建具表-1のAD-6・7のガラスがFL6、色：ブルーとなって

いますが、透明の6㎜と考えて宜しいでしょうか。

良いです。

区画壁に関してご指示ください

　・②・③通りの緊急車両倉庫の内壁はサイディングを張るので、

鉄骨胴縁でしょうか、軽量鉄骨壁下地でしょうか。軽量鉄骨壁下地

の場合、スタッドピッチ及び数量をご指示ください。

緊急車両倉庫の内壁は軽量鉄骨壁下地とし，準耐火構造QF045BP-9070に

準じた施工方法としてください。
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非常用発電機と切替盤の単線結線図において、動力側のダブルス

ローが重複しているように読み取れます。如何致しますか。又、配

線仕様もご回答下さい。

ＧＣは電灯動力回路となり容量が異なるため，切替盤にもダブルスローは

設置とします。また，配線はＥＭ-ＣＥＴｹｰﾌﾞﾙとします。

電気設備配置図及び照明器具姿図において外灯は別途工事との記載

がございますが、別途の範囲は器具本体・配線・配管・ハンドホー

ル・電工費・土工費試験調整費としてよろしいですか。

良いです。

誘導標識の仕様をご回示下さい。 蓄光型標識（消防認定品）とします。

内訳書　7．鉄骨工事に関してご指示ください

・超音波深傷検査　332.0ヶ所は第三者受入検査の数量でしょう

か。

・工場自主検査数100％の検査費は計上しないのでしょうか。計上

するのであれば数量をご指示ください。

自主工場検査は，加工費の単価に含まれております。

他332ヶ所は自主工場検査以外の部分（仕様書に明記）となります。

ガルバリウム鋼板に関してご指示ください

・図面、内訳書において、カラーと明記されているケ所とされてい

ないケ所があります。全てカラーとして宜しいでしょうか。

カラーガルバリウム鋼板としてください。

分電盤において特記仕様書には国交省仕様との指示が有りますが

メーカーリストはございません。仕様を満たしていればメーカーは

不問と考えてよろしいでしょうか。

（一社）公共建築協会電気設備機材等評価名簿によります。
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給排水設備屋外配管図においてホース洗い場の排水が浄化槽に接続

されておりますが、雨水も流入してくるので浄化槽の処理水量を超

える場合もあると思わます。如何致しますか。

又、井水を使用するのは外部の研ぎ出し流し２ヶ所と考えてよろし

いですか。

井戸につきましては，質問内容の通りとします。

給排水設備屋外配管図において，ホース洗い場の排水を設計の通り浄化槽

に接続してください。

特記仕様書ではＵＰＳに採用のチェックが有りますが図面には表記

がありません。本工事では無しと考えてよろしいですか。

無しとして良いです。

東京電力及びＮＴＴと引込位置等の事前協議はされておりますか。 詳細位置については，落札業者と協議することとします。

内訳書に表記のある食堂兼待機室のシステムキッチンにおいて、展

開図－４では表記がありません。本工事では無しと考えてよろしい

ですか。

又、上記展開図においてキッチンの背面にシステム収納が表記され

ておりますが仕様が不明です。ご回示下さい。

本工事に含みます。

システムキッチン：熱源ガス　ToToクラッソ同等品

システムカウンター：（カップボード）食器棚＋家電収納　ToToクラッ

ソ同等品


